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松原小講堂と土産幼稚園

大野小学校の全面改築も

九
月
市
議
会
定
例
会
は
、
①
大
野
小
一
が
譜
け
負
い
着
工
し
ま
し
た
。
一
分
間
庁
舎
窃
側
に
、
地
区
民
の
勲
護

学
校
の
本
館
改
築
第
一
一
期
工
事
、
②
松
一
明
年
度
、
続
ハ
て
東
側
へ
第
二
期
工
一
し
て
い
た
幼
稚
菌
を
新
設
ナ
る
も

京
霊
童
書
喜
重
工
事
、
一
事
を
行
な
い
、
普
通
教
事
整
備
し
一
の

c

大
野
町
か
ら
今
合
併
で
引
脅
つ
い

ま
屋
幼
稚
醤
新
築
工
事
、
電
車
一
て
老
朽
喜
を
な
く
ナ
露
で
こ
だ
こ
か
重
と
新
設
第
一
号
の
警

体
育
館
改
修
整
備
第
一
一
一
期
工
事
主
ど
、
一
鶴
松
藤
小
学
校
講
鍍
兼
体
育
館
新
築
エ
一
苅
稚
盟
に
つ
い
で
市
立
第
四
番
慢
の

}
遂
の
教
育
施
設
善
事
業
の
請
負
契
一
字
第
一
一
校
舎
議
へ
五
百
五
十
二
一
幼
着
手
。
建
築
面
穫
量
百
十

約
を
行
本
う
こ
と
を
み
と
め
ま
し
た
。
一
平
方
れ
ハ
百
六
十
七
坪
)
の
講
堂
兼
一
七
平
方
針
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平

こ
れ
に
よ
っ
て
、
白
の
工
事
は
い
っ
せ
一
体
育
館
を
新
拘
置
す
る
も
の
。
体
育
室
一
家
、
一
銭
審
者
り
で
、
南
向
曹
の

け
に
着
工
し
ま
し
た
。
一
を
中Uに
ス
テ
ー
ジ
・
会
議
室
・
更
一
滋
裁
室
を
中
心
に
、
保
宵
婆
一
ニ
・
教
材

×
一
衣
室
・
控
え
室
・
器
具
室
・
教
富
室
・
一
室
・
職
員
室
・
管
理
人
室
・
浴
窓
・
予
ラ

盛
大
野
小
学
校
本
館
改
築
第
一
怒
ヱ
事
一
テ
ラ
ス
・
足
洗
い
場
な
ど
を
撃
備
し
一
ス
ム

γ洗
い
場
開
問
・
足
渋
い
場
二
本

・
い
ま
ま
で
の
童
一
一
隣
諸
喜
一
手
。
工
費
九
百
七
十
万
円
、
馬
入
車
一
ど
y
d
設
け
ま
す
。
工
費
八
百
六
十
五

の
あ
と
へ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

1

ト
一
一
一
一
海
ピ
ル
ド
株
式
会
一
生
の
手
で
着
工
し
一
方
向
で
、
真
田
の
相
原
建
設
有
限
会

隠
建
て
の
本
館
を
建
て
る
も
の
で
、
一
ま
し
た
。
一
社
が
請
け
負
い
ま
し
た
。

そ
の
第
一
期
工
事
・
延A菌
績
は
二
鎧
太
隊
中
学
校
特
別
教
室
増
築
工
事
・
一
種
見
掛
附
治
体
育
館
改
修
第
一
一
一
一
線
工
事
・

千
四
百
六
十
主
判
平
方
M

ハ
四
百
四
十
←
運
動
場
舗
へ
鉄
骨
羊
家
建
て
の
木
工
一
体
開
館
涯
一
面
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

=
浮
)
二
階
に
校
長
室
・
芯
盛
時
子
一
事

T金
ヱ
事γ
管
理
委
・
怠
警
官
燭
設
一
ご
階
建
て
の
管
理
部
門
を
増
築
す
る

織
員
箆
・
箆
衣
護
・
宿
醤
室
・
二
階
一
ナ
る
も
の
。
建
築
臨
調
閣
は
一
一
一
百
十
九
一
も
の
。
延
べ
溜
築
甑
穣
は
七
百
五
十

に
教
材
霊
と
普
通
教
室
四
、
一
一
一
階
に
一
平
方
灯
、
工
費
五
百
九
十
万
円
で
須
一
回
平
方
釘
ぺ
一
階
に
広
く
玄
鵠
ホ
ー

署
竿
護
憲

a

音
楽
実
量
一
喜
一
一
一
谷
松
建
設
株
式
会
社
が
請
け
一
ル
を
と
り
事
務
室
@
チ
ケ
ッ
ト
宛
む

霊
長
襲
撃
を
設
け
ま
す
。
一
負
い
ま
し
た
。
一
揚
・
売
店
を
設
け
、
言
語
霊

γ
一
費
一
一
一
千
六
百
万
円
、
市
内
町
建
設
一
趨
土
屋
幼
稚
園
新
築
工
事
・
土
塁
清
妨
一
・
応
援
蚕
・
会
議
室
・
喫
組
閣
蜜

e
パ

ル
コ
ニ
ー
を
つ
け
ま
す
。
第
一
一
一
筋
ア
一

事
援
は
一
一
千
八
百
十
一
一
一
万
円
、
車
京

清
水
建
設
が
引
嘗
親
書
工
事
宇
請
け

負
い
着
工
し
て
い
ま
す
。

見
附
台
体
湾
館
法
修
務
備
工
事
は
、

昭
和
一
一
一
十
六
年
度
に
第
一
一
期
工
事
で

主
屋
競
法
場
開
問
平
七
百
九
十
}
平
方

討
の
内
件
装
と
付
帯
設
織
を
語
感
、

一
一
一
十
七
年
度
の
第
二
期
工
事
で
護
手

に
怒
ペ
六
百
一
一
一
十
平
方
討
の
一
選
手
関

係
室
と
予
備
運
動
場
を
増
設
、
今
年

度
第
一
一
一
期
工
事
と
し
て
七
百
五
十
周

平
方
れ
の
管
謹
部
門
と
正
面
玄
綴
施

設
を
完
成
し
、
さ
ら
に
明
年
度
第
四

期
工
事
で
四
百
六
十
一
一
一
平
方
針
の
愈

瀦
と
間
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
C
接
続
渡

り
廊
下
四
十
平
方
M
、
付
帯
設
備
の

仕
上
げ
な
ど
を
行
な
う
計
調
ゼ
ナ
。

兜
成
後
は
、
叫
時
建
霧
面
積
六
平
六
留

七
十
込
平
方M
を
こ
え
る
禁
下
帯
叡

の
体
育
鰭
と
な
る
事
走
。
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市
は
、
一
一
一
十
六
年
度
か
ら
、
第
七
号
幹
線
排
水
路
(
桃
浜
町

i
泥
水
川
題
〉

に
麓
手
し
、
明
一
一
一
十
九
年
度
ま
で
に
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
予
定
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
女
化
踏

切
立
体
夜
澄
地
下
道
の
排
水
路
を
第
七
号
排
水
路
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
怠
っ
た
た
め
、
同
地
区
一

帯
の
排
水
が
い
ま
ま
で
以
上
に
感
化
す
る
と
の
み
と
お
し
を
た
て
、
急
拠
計
障
を
変
語
、
総
延

長
一
千
四
浅
間
同
士
一
討
の
問
排
水
路
を
全
区
間
年
内
に
兎
浅
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
繰

O
上
げ
施

工
に
は
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

v、
問
排
水
路
の
今
年
度
既
定
工
事
費
七
百
万
円
に
対
し
、
九

月
議
会
に
は
か
つ
て
、
さ
ら
に
八
百
十
万
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、
予
算
外
に
一
平
方
向
以
内
の

工
事
を
行
な
っ
て
よ
い
と
の
手
を
う
ち
ま
し
た
。

羽j入場券告お志れな 4 お持ち〈記事い。
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こ
と
し
第
一
一
一
関
西
の
市
議
会
定
例
会
は
九
月
二
十
三
日
議
事

鐙
に
開
会
、
会
期
八
百
簡
を
も
っ
て
、
①
一
般
会
計
に
一
一
億

一
一
平
万
余
円
を
場
額
す
る
第
一
一
一
夜
追
加
琵
正
予
算
、
②
市
職

員
の
定
数
を
百
一
一
人
ひ
ろ
げ
る
索
、
③
非
常
勤
特
別
職
の
報

酬
等
に
槌
ず
る
条
例
の
一
部
敬
正
案
、
③
市
税
条
例
の
一
部

改
正
案
、
⑤
農
業
労
働
力
鰭
護
協
議
会
に
専
門
部
会
を
設
け

る
案
、
⑤
旭
地
区
に
市
営
住
宅
設
地
を
演
収
ナ
る
葉
、
⑦
大

野
小
・
尾
山
削
台
体
育
館
改
修
工
事
怠
ど
一
連
の
工
事
誇
負

契
約
を
む
ナ
ぷ
索
、
@
面
開
部
長
・
桃
浜
町
付
近
の
幹
線
排

、
水
路
を
整
備
す
る
た
阜
の
予
算
的
特
別
措
穏
な
ど
を
審
議
、

い
ず
れ
も
原
察
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
禅
問
委
員

に
平
田
正
雄
氏
ぞ
一
選
任
ナ
る
こ
と
に
同
意
し
た
ほ
か
、
公
平

委
員
・
臨
定
資
産
評
俄
審
査
委
員
、
選
挙
管
援
委
員
攻
ど
の

選
任
を
決
め
、
思
定
資
産
税
の
鑓
税
排
除
、
音
楽
演
説
舞
踊
師

等
の
団
体
に
関
ナ
る
課
税
の
盟
問
止
、
義
務
教
膏
に
お
け
る
私

援
負
担
の
軽
減
な
ど
で
決
裁
を
行
な
い
ま
し
た
。

教
育
委
員g
額
一
干
円
(
六
百
円
)
、

公
良
館
長
月
額
一
一
一
千
五
苔
円
八
一
主

円
〉
、
関
書
館
協
議
会
委
員
臼
額
一

千
円
ハ
六
百
円
一
て
ス
ポ

1

審
議
会
護
員
巨
額
一
千
円

巴
、
交
佑
爾
保
護
蓄

額
一
平
河
ハ
六
百
円
〉
、

め
る

明
治
一
一
一
十
七
年
生

大
木
行
雄
氏
…
ま
れ
五
十
九
才
、

神
川
中
央
交
通
監
査
役
、
神
中
自
動

車
工
業
、
セ
ン
、
h

ラ
ル
タ
ク
シ
ー
、

神
奈
川
ふ
そ
う
、
江
ノ
電
間
同
事
、
日

本
高
速
紛
各
株
式
会
社
取
締
役
、
神

本
館
改
築
第
一
線
工
事
ハ
工
費
一
一
一
平
一
す
る
慈
賞
議
、

六
百
万
円
・
平
塚
夜
建
設
〉
、
②
一
松
一
る
私
品
目
負
担
軽
減
に
畷
ナ
る
決
議
。

原
小
学
校
講
蛍
兼
仲
館
新
築
工
事
一
マ
起
債
・
消
防
施
設
整
備
費
の
附

〈
九
百
七
十
万
同
・
馬
入
東
海
ピ
ル
一
二
百
万
円
ハ
返
演
五
年
以
内
・

ド
)
、
③
太
洋
中
特
別
教
窓
新
築
工
一

事
(
五
百
九
十
万
円
・
須
賀
三
容
松
一

建
設
)
、
④
土
屋
品
割
高
融
関
新
築
工
事
一

ハ
八
芭
六
十
五
万
円
・
真
田
相
原
連

設
〉
、
町
田
見
附
台
体
首
館
敬
修
整
備

世
間
一
ニ
開
明
ヱ
事
ハ
二
干
八
百
十
一
一
一
方
向

・
東
京
清
水
建
設
)
、
以
上
五
件
の

工
事
の
譜
負
契
約
を
む
ナ
ぶ
こ
と
を

決
定
。
各
工
事
と
も
着
工
の
は
こ
び

と
な
り
ま
し
た
。

、
な
ど

zび
選
挙
管
護
委
員
会
委
員
と
間
帯
務
員

げ
手
書
ま
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
前
伝

引
一
者
の
任
期
満
γ
に
と
も
な
う
後
任
人
事

月
一
で
、
新
教
膏
委
員
長
、
主
の
平
田

口
一
護
工
社
長
平
田
正
措
民
が
就
任
す
る
こ

年
一
と
に
な
り
ま
し
た
。

部
一
円
V

教
育
委
員
会
委
員
・
石
渡
時
一
前
教

和
一
膏
義
国
円
の
任
期
満
ア
に
と
も
攻
う
後

n
口
一
任
人
事
で
、
平
田
正
雄
氏
が
就
汗

Z
O

-
-
陸

.
4

大
正
六
年
生
ま
れ

平
出
足
雄
氏
日

1
・
山
四
十
五
才
、
平
回

議
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
、
江

時
間
交
連
取
締
役
、
平
線
路
工
会
議
所

f

工
業
部
間
部
長
、
平
塚
市
京
金
衛
生
協
マ
公
平
蚕
員
会
委
員
圃
古
議
問
出
国
力
説
委
川
県
乗
合
自
動
協
会
理
事
。
平
塚
新
容
委
員
会
監
定
人
を
つ
と
め
た
。
平

会
e

平
援
労
務
管
濠
研
究
会
各
理
事
買
の
任
期
満
了
に
よ
る
後
任
と
し
て
宿
一

O
四
六
。
塚
新
宿
六

Q
O。

神
議
川
県
中
小
企
業
経
営
者
協
会
常
犬
木
行
夫
氏
が
戯
芹
問
。
マ
限
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

a
V
選
挙
管
理
委
属
会
議
員
・
的
要
轄
の

ム
可
鎚
会
で
決
定
し
た
お
も
な
も
の
は

一
次
の
と
お
り
で
す
。

一[
V市
務
員
定
数
条
例
の
一
部
改
主
・
行

h日
十
一
政
事
務
の
増
大
に
対
応
し
て
、
市
織

一
銭
一
定
数
の
ワ
ク
を
市
長
の
事
務
部
局

E

一
で
八
十
三
、
議
会
事
務
部
局
一
、
教

ザ
一
膏
婆
露
会
の
事
務
部
局
で
十
一
、
学

一
授
の
職
員
で
七
、
合
計
街
二
人
ほ
ど

命
令
ぷ
ひ
ろ
げ
た
も
の
。

一
門
市
機
長
の
定
数
M
市
長
の
事
務
部

ひ
一
周
六
百
七
十
九
入
、
議
会
事
務
国
間
十

一
入
、
教
育
委
箆
会
の
事
務
部
局
豆
十

時
間
体
一
七
人
、
学
校
の
職
扇
ハ
一
拐
殺
菌
教
員

長
寸
一
校
務
作
業
員
・
学
校
事
務
随
員
・
給

命
、
一
食
調
謹
箆
・
償
問
盟
国
国
等
)
百
六
十
二

円
μ
一
人
。
合
計
九
笥
八
人
。

一
マ
非
常
勤
特
別
職
の
報
機
お
よ
ぴ
麹
馬

一
弁
僚
に
関
す
る
条
捌
閣
の
一
部
改
玄
修

一
市
の
行
政
委
員
会
や
諮
問
機
面
倒
な
ど

一
九
月
市
議
会
定
例
会
で
、
新
任
の
教

一
斉
護
員
会
委
露
、
公
平
委
員
会
委
員
、

任
理
事
、

長
在
ど
の
要
臓
に
あ
る
。
品
開
康
小
、

港
小
のP
T
A
正
副
会
長
や
市
社
会

教
富
岡
婆
員
な
ど
も
っ
と
め
た
。
一
九

六
O
年
E
C
A
の
間
同
意
で
欧
米
を
視

察
し
て
い
る
。
須
賀
一
九
五
六
。

(3) 



jj jiji 
雲高 EE さ忠

言 3 き宣言 g

f1;;ii 
E 喜望史民三I

空三露 32 警
高草案主義文
宣告主員事告

i射能詰き225弓 iiLiii?iiii詩;長1223i;説
明主的2f22i竜一端技毒事iiiiigz;2552
雪 ifTiffi;iiJ1i;iii!奇襲iiiifiiiif
52423 理 2 当日 自宅 2 言 355 ミ信号 13i 害 252

重這醤語 ν::2 児童宇皇警宍ま

雪 222 5 長寄??皇学長
室雪 R 襲 暴主主主在、露五

時 i iiiiiii? 

の

こ
と
マ
ッ
チ

e
i
i

冬
を
迎
え
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
全
臨
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
潟
防
車
部
は
、
こ
の
期
間
闘
を
中
心
に
、
各
家

庭
の
防
火
査
察
と
、
人
が
お
お
ぜ
い
あ
つ
ま
る
工
場
・
旅
館

e
酬
明

額
鰐
・
学
校
友
ど
の
火
災
予
防
立
ち
入
り
検
査
を
行
な
い
、
火
災

証
主
発
、
V
I
ズ
ン
を
ま
え
に
、
防
火
上
あ
ぶ
本
い
箆
所
の
発
見
と
改

醤
揺
導
を
行
な
う
ほ
か
、
捕
時
務
庁
予
防
相
闘
が
掲
示
し
て
き
た
「
ち

い
さ
怠
紡
火
濠
動
」
を
、
ひ
と
つ
の
重
点
間
口
様
と
し
て
実
績
に
う

っ
す
計
繭
哩
ナ
。

ヲ
説務課で新番号標を準備

創車申告原付と間じ要領

替
の
人
は
、
実
印
を
入
印
紙
と
四
畳
間
凶
の
部
り
印
の
ほ
か

判
e

と
よ
ん
で
、
由
ょ
、
本
文
と
し
て
「
お
の
者
を
代
短

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
最
近
は
、
実
人
と
定
め
て
、
次
の
こ
と
を
委
任

却
を
繁
一
つ
こ
と
が
多
く
怠
っ
た
せ
し
ま
ナ
二
、
私
の
印
等
註
録
の

い
か
、
そ
の
取
殺
が
素
雑
に
申
請
に
閣
ず
る
こ
と
」
の
記
載
が

な
り
、
実
印
を
な
く
し
た
η

自
分
あ
れ
法
、
と
く
に
、
町
板
に
的
限

の
実
印
が
ど
れ
だ
か
2円
か
らF
T
\
は
あ
じ
会
せ
ん
。
実
間
足
、
ふ
だ
ん

な
つ
セ
り
す
る
人
が
多
く
だ
η

ま
使
開
削
す
る
み
と
め
印
と
は
別
の
も

し
た
。
実
印
を
大
切
に
し
な
い
と
の
を
同
げ
出
て
お
か
れ
る
こ
と
が

術
開
甘
さ
れ
た
り
し
て
、
思
わ
ぬ
拐
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。

筈
を
之
け
る
岡
山
か
ナ
ど
な
く
あ
り
印
紙
証
明
の
こ
と
に
コ
パ
い
て
、

ま
せ
んσ

ま
ち
が
え
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
、

印
紙
の
間
目
録
ゃ
、
記
明
を
受
け

m
m簡
は
、
厳
括
主
取
扱
を
し

る
と
き
は
、
か
な
ら
ず
自
分
で
す
て
お
り
ま
ナ
。
こ
れ
も
、
み
?
き

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
も
し
?
ん
の
実
閉
山
を
守
る
た
め
の
低
額
で

ど
う
し
て
も
家
授
に
た
の
ん
だ
す
か
ら
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

り
す
る
ば
あ
い
は
、
委
任
状
を
も
い
。
そ
し
て
、
契
印
は
、
み
な
ぎ

た
せ
て
く
だ
さ
い
。
妥
佳
状
に
は
ん
自
身
で
、
も
っ
と
大
切
に
す
る

委
任
さ
れ
た
人
の
住
所
・
氏
名
・
ょ
う
お
願
い
い
た
し
た
い
も
の
で

生
年
月g
、
本
人
の
住
所
・
署
名
アe

・
実
印
の
押
印
お
よ
び
五
円
の
収

門
市
民
課
凶



〈第 3 種郵便物認可〉 第 1句号
南仲通り会 e 大野会 e 中央会各街

路I:T設蟹稽JlIJ (10分の I 補助}、

えびす会アーケード設鹿繕草地(10

分の 1 補助〉。

⑤篠劫交付金物件費に88万円追加、

畿業主E代佑および重量業経営利子肩書

給金追加、中小企業資金倍野入れ

保i!iE料補給補助金追加、家畜防疫

事業交付金追加など。

住宅用地貿収費、防犯

街路灯新設80基分など
V財滋鍵関出高・ 1396万円を増額

①公共用地質収重量に1382万円を追加

市営住宅設地取得8368平方町土

地変換用地取得50&平方問。

軍務支出金隠町議・ 589万円を増額

æ安全都市准進事業に60万円をE訪日

防犯街路灯新設80主輩、安全ボック

ス 3 芸吾、横断軍事補修など。

②繰り出し金などに 465万円を追加

特別会計都市改道事業費へ繰り出

し 285 万円、美化運動・納税奨励

j 税務関係運営費へ追加窓ど。

競輪事業iこ 2 億円追加

iJ込

9 丹市議会定例会[立、ー鍛会計第 3次と、特別会計競輪憲幾重量第2 次、 i帯都市改造事幾重量第 l 次、 f湾総務水道

事業費第 2 ;.nの追加更正予算を可決しました:。追加額は一銭特別各会計合算で 5億2045万円ほど、この結果平

塚市の一般会計/;1:19億1905万円、特別会計は合計32鍍3914万円となりもこれを合鱗した総体予弊額{草、 51億円

台にのりました。この予算額は、昨年間期を一般会計で 5健20007J丹、特別会計で 8億94507J丹、合計14億14

007J向もうわまわるものです。また、昨37年度量聾終予鉾額は、ー鍛特毘日各会計合事車で45億9450万円でしたから

今期平塚市としては、はじめて50億湾台の総体予算を計上したことになります。さる 3 丹市長改選をまえに今

年度骨格予霧として品目まれた巡初予算!こ対し、加藤市長/;J:， 6 月に総額 91億円(一般会計 2億~90百万丹〉をこ

える第 1 次肉づけ予鍵を議会にかけました。今期これに、さらに 5億余円を追加したものです。

今期、競輪事業会計と

都市改造事業会計に追

加をしました。
⑦霊きゅう車繕入に 1 ï;~ 万円を計上 l 曹競輪事業費・ 2億9566万円を増額

l 市営火葬場開:fJff_きゅう車 1 台。 競輪開銀費に追加… 2億4168万円
③;青お衛生事業費iこ 680 万円を追加 競輪場営繕重量に追加口 ......85万円
ねずみと衛生害駅主主・予防接種、 一般会計の財源に追加'''5313万円
結核予防費に追加、清掃関係およ 軍部市改造事業費. 333 万円を潜在聾
び火葬場宣言宮鐙追加など。 こと地区在語塾E霊各ヱ区宅地滋成・苦言

葉書昌造・ i度設住宅移設・建物等の

移転補償制などに追加。

計量器の定期検査
市j 号で報じたとおり、商工諜と県の

手むいま、営業用計義器の集合検

至宝が行なわれていまず。言i'l:量法にも

とつく定期的なもので、商工業者・

会社工場・組合・団体などが便煎す

る業務用の計量器ナペてを対象とす

るもの。

滋巡回]横叢日程i ・

II月

FI l~日から 15 市民センター

グ 16日 .18Eヨの両日平塚競輪場

H 19臼 松原公 E号館

11 20 日 夜水公民館

n :118 富士見小講堂

o 2 :2 区 富士見公民館

覇軍時閣内部í] 9 時30一分午3罷円。婿

言問にかかわらず行怠っています。

穫とド@種Bま9iÏ章、 土

地改良資なと:中心に

軍産業経済重量関係ー 1:;';6方向を場額

①土地改良事業bこ 57! 7J円を追加、

市単小潟模と地改良補助追加(農

道1(1かかんがい排水10かï=;F.

構改修 5 か帝・ 5-6 器j補助〕、

県費補助小規模土地改良補助金追

加(農道 3 か所・照水改良 3 か所

機械芹j水 1 か所. 5 7 塁手j補助、

③有幌放送施設事業補助lこ ~8:'; 万円

穴霊専有線放送改修事業に対ナる補

助金〈対象事議費の 2 部補助J

③3車産関係iこ 301 方向を増額、優良

種畜障害(穏牛 5Ë貫・種豚10頭1 、

家畜家吉んふん尿処埋施設補助

〈鶏ふん乾燥機 5基・パキユ ム

三三輪車 1 台 a 浮化そう 10fl 、ユニ

ット 1 墓の 3分の 2 碕勧)。

昭和 38 年 11f3 10 臼

一般会計19億照会へ ; 

各会計部の予算額は、次のとお P と 1

怠りましたむ 1 

V一般会計・今期 2億2555万円をi阜;

耳目、予算総額;ま印鑑 1905万円

マ特別会計・今焼競輪事業iこ Z億防!

66万円、都市改造事業会計iこ 333 ; 

万円を滋加、簡易水道事童話会計か!

ら必方向を減額した結果、特別会;

苦十の合計予算額は、 9会計で32億

3914万円となりました。 9月拐に

おけ各会部予算額次のとおり。

競絡事業会計…… 13鐙5572万円

軍需給事業会計いa・・・・・・ 13鐙1798万円

関係事業会計・…… 1億0527万円

筒診療施設事業会苦t...... 235万円 J

簡易水道事業会計・..……2145万円
都市敬造事業会計・・…5850万円!
馬入工業地帯造成会計…72必万p:j j

農業共済事業会計…......2945万円:

市民センター賞会計・ーり 1724万円

今期 5億をこえる予算潜在員を支えた;
財源は次のとおりです。 I
マ一般会計でi立、市税措収分9772万 i
丹、競輪事業収益増加分5313万円 1

留県の支出金3495万円、市復1800

万円などを中心とい

マ特別会計競輪事業費では車券売り l 新市域側溝新設適切初日間分、3:讃 今年度市営住宅建設
上げ潜収分と競総場使用語草収分程; 街路側溝新設追加70白n分、側溝の

ど同都市弓立造事業会計ではー迎会: ふた新設1000C枚分 重量30戸分など
言十からの繰り出し金などをあてま@排水路敬車に 930 万円を追加、神 l 曹社会福祉重量関係・ 254875円を措置麗

した。 思排水路改修60m'l幹線排水路改 ①市営住吉建設!こ2277万円ぞ計上、

〉く 〉く 修315mなど。 筒 1種簡易耐火住宅 3 とう 10戸分

今期追加箆正予算で計上した事業の ⑤主主化踏切立体交吉望新設事業lこヨ10 第 2 種議事司耐火住宅 5 とう叩戸分

うちおもだ主ものは次のとお P です。 万円を計上〈階段工事裁〕 住宅敷地事草地工事8776平均m、向

⑤戦災土地区画撃現事業負担金とし ヱ留め排水工事山、ずれも旭地区
今回の追加も教育@ て1700万円を計上〈本年度予定負 万回\
土木餐に最愛点 滋額5540万円の一部) . ②訣動費社会福祉事業費;こ lï3 万円

⑦都市計画公爵整績に 250 万円追加 老人福祉行政・母子安・保育所-
i 追加盟盟主、教育土木[乙

ご竺警竺もっとも多く、教育援 l 駅前広場整備、高麗山公盤整備、 関民年金怠どの運営震に追加、老
有明および管都公園整葺着工事追加 人生活扶助費、老人クラブ育成碕

に7843万円、土木費lこ7301万円、社 } 
各公重富タネX丁整備など。 助金追加ど。

財産費iこ
③維持補修費にí227方向を追加 ③社会議祉施設費;こ72万円を追加母

箆業経済農に1346万円、
道路維持修繕、防じん舗装、道路{ 子宝苦・保有所・市営住't:: rJ，俊修繕

諾支出金iこ
局部己主修、矯りょう維持修繕、 f可 料追加、神田保青所手浅い場健所

した。
11/維持管理、排水路維持修繕君主ど 議事革、須賀保青所テラス主主霊友ど

地下道階段@駅前整 L222線ZTZごみでZfE 裳きゅう議@ごみ収
儀費など計上 、 i 

つ1600m、清水・ 2 号・ 4 号各排 1 集室襲 3 台の購入重量も
・ 7301万円増 水路しゅんせつ、後谷排水路矯修

では橋排水路床板布設 150m がふ 軍保留華街生重量関係・ 1338方向を潜在畏 1
①清掃局自動車購入iこ 457 7J円

くまれています。
⑨失業対策事業に22075円を添加。 どみ収集車オルゴ Jレ付 3 台、犬

神清掃作議所用ジヤベル口 ダー

つらひ広(5) 

空

曲
，、

建
築
達

青
年
部

九
十

人
の
サ
ム
ラ
イ

無料理事伎[こ汗後流す膏年部員…月内大舞部長(縮小で〉

八幡愛申繰舗装工事費追加、古rrr

線改良工事費追加、徳延公所線己主

主主工事費追加、コンポスト 5号線

改良工事鐙追加、主重量童日号線改良 春日野中@花水小の農
工事蜜追加。山下万回線改良工事 内運動場設計料計上
400m、中原宮の前線舗装工事200m

鐙問中原線改良工事 400由、河内徳 智教育費関係・ 784:3万円を増額、
延線舗装工事100問、小熊遠藤原線 ①市立校整備費iこ 6967万円を追加、
改良工事制Om、昭之宮真土線舗装 大星野小校舎整備(鉄筋 3階1462"千

事工300m、霊癒 1号線新設改良400 方m のほか滋化そう・給水施設・
町、寺田縄飯島線道路橋工事 7 鱗品7 、春日野中校舎および花水

m。山下万回線およびコンボスト 小霞内運動療設計委託斜。神田小

3号-5 号線関係の矯f員組、小熊 および神田中境地質収 02670 平

早回線・寺田縄飯島線温室関斡還 方m) など。

1 号線・山下方自綬の各設計調i盤 ②市立学校、社会教育施設運営費お

委託戦主主ど。， ょび緩持補修費に 599万円を追加

775方向を退加、 : cr奨学費扶助重量等に 223万円を追加
平塚海岸伊勢原線舗装63m'l平塚{ 母子家庭育英会交付金、態要保護

海岸大韓基線舗装240m、日通前適 D 児童震医療扶助費追加、準要保護児

告書装160m、海岸F昌伸線街路築造 童給食費追加、組合立伊勢原中学

2∞m、海岸南仲線路面工事180m 、 校負担金、私立幼稚言語教員研修員

同線築造にともなう水道管移設負 補助金君主ど。

担金など。



審
を
受
け
や
す
い
鍵
作
物
や
、
生
害
物
一
盤
作
と
し
た
い
と
こ
ろ
で
ナ
。

に
投
資
す
る
酪
臨
闘
の
安
全
を
補
償
す
る
一
ど
が
、
や
は
り
万
一
に
そ
な
え
、

畿
地
調
保
険
で
あ
る
と
い
え
ま
ナ
が
、
慶
一
演
加
入
も
、
作
付
け
し
た
全
面
積
車

産
課
で
は
、
「
被
響
金
属
担
の
惜
閣
僚
が
行
一
倍
し
て
お
く
パ
宮
で
す
。

な
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
被
筈
笠
j
i
t
-
-
u
n
u
o
o
u
n
V
1
i

最
小
限
に
く
い
と
め
、
再
生
震
の
た
め
♂
一

の
ひ
と
つ
の
手
が
かp
と
な
る
と
い
う
一

点
で
、
農
家
は
、
すA
て
共
済
加
入
を
一

ナ
A
き
だ
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。
一

×
×
一

と
こ
ろ
で
、
収
護
痴
を
む
か
え
た
水
一

稲
は
、
東
北
地
方
な
ど
の
米
所
ぞ
中
心
一

に
、
金
額
約
に
は
農
作
と
の
予
想
が
新
一

調
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
農
産
課
が
ま
一

と
め
た
市
内
の
稲
作
は
こ
れ
と
は
う
ら
一

は
ら
に
、
よ
く
み
て
平
年
作
ぎ
り
ぎ
哲
一

の
で
章
、
平
年
作
を
翻
る
こ
と
に
な
ろ
一

う
と
い
う
こ
と
で
ナ
。
一

こ
の
際
隠
は
、
や
は
れ

ν
気
象
条
件
が
一

議
で
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
や
ウ
ン
一

カ
な
ど
が
大
発
生
し
た
た
め
。
各
農
協
一

一
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
ま
で
使
っ
て
薬
剤
一

異
常
で
あ
っ
た
直
後
で
も
あ
り
、
今
秋
一
の
大
量
散
布
な
ど
を
雲
仙
い
ま
し
た
。
一

ま
曹
つ
け
を
行
な
っ
た
麦
は
、
万
一
ぞ
一
×
×
一

考
え
て
、
全
作
付
け
面
積
を
縦
図
書
に
一
変

φ
ズ
不
作
、
稲
作
も
よ
く
な
い
と
一

議
宮
入
れ
、
幾
業
共
済
に
申
告
し
て
お
一
は
、
放
ん
と
し
て
も
騒
い
話
題
で
す
。
一

く
べ
宮
だ
、
と
強
暗
闘
し
て
い
ま
ナ
。
一
い
ま
ま
い
て
い
る
麦
は
、
気
象
も
幸
い
一

農
業
共
演
は
、
気
象
条
件
な
ど
で
災
一
し
、
病
害
虫
の
大
量
被
害
も
お
こ
ら
ず
一

I fj 30 a 賜

来年のみのりに期待授かけて、こと

しも麦まきのシーズンiこはいった
・・宮沢で

減
収
率
四
三

M
m

共
捺
金
[
掛
け
金
の

数

来

七

き
ま
る

同
畿
百
脇
謙
は
こ
と
し
の
表
作
に
つ
い
て
@
減
収
串
は
平
年
作
の
四
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
昭
和
二
十
←

中
八
年
の
冬
籍
警
を
よ
ま
わ
る
不
作
と
怠
っ
た
、
②
こ
の
た
め
麦
耕
作
者
に
支
払
わ
れ
る
共
済
金
額
は
一

匹
平
均
騎
一
平
九
百
汚
を
こ
え
、
掛
け
金
の
十
七
倍
に
の
ぼ
る
と
発
表
、
来
年
の
麦
作
に
つ
い
て
共
済
加
叶

叩
入
の
手
続
曹
を
と
る
よ
う
、
呼
び
か
け
を
行
怠
っ
て
い
ま
す
。

h

合見的合体育館と広場

228-23'1:ヨまで 3 臼弱

e 物産展示即売会

. ~霊水産物品評会

• 16曹展示会
面全国近代整業用機械

展示会

・優良重量薬展示会

.カナリヤ援示会

・梅木市

24日のみ

・題号[吉大会・試飲会

合市民センターホー Jレ

23日のみ

・演芸芸大会

t;. ザつら

発
表
に
よ
る
と
、
市
内
の
一
一
一
十
八
年
一
れ
る
共
済
金
舗
は
、
い
ま
ま
で
で
屋
高
一
一
一
千
七
百
八
役
帯
を
数
え
ま
す
。

産
変
は
、
五
月
は
じ
め
の
長
潟
と
、
下
一
の
一
千
一
一
一
百
一
一
一
十
八
万
円
が
確
定
し
ま
一
共
済
金
の
支
給
算
定
は
、
い
ま
、
お

部
に
襲
っ
た
台
風
一
苓
に
よ
る
豪
雨
な
一
し
た

6

三
十
八
年
濯
の
変
に
つ
い
て
、
一
当
の
慶
一
睡
課
で
す
す
め
て
お
り
、
近
々

と
に
よ
っ
て
、
務
カ
ピ
腐
な
ど
の
大
量
一
耕
作
農
家
が
共
済
掛
け
金
と
し
て
払
い
一
支
払
い
手
続
舎
の
強

7
を
み
る
予
定
で

発
生
者
問
問
君
、
減
収
曜
は
平
年
作
の
四
一
込
ん
だ
婦
問
の
総
績
は
七
十
七
万
九
千
円
一
す
。

一
一
ヌ
1

セ
ン
ト
に
達
す
る
結
果
に
お
わ
一
ほ
ど
で
す
か
ら
、
今
回
の
支
給
金
額
は
一
×
×

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
昭
一
掛
け
金
の
十
七
倍
と
な
る
計
算
で
、
皮
一
護
運
諜
で
は
、
こ
こ
で
ま
哲
つ
け
を

和
二
十
八
年
の4箱
審
ざ
わ
ぎ
を
よ
ま
一
当
た
り
平
均
一
平
一
一
一
百
七
十
円
、
一
農
一
す
る
一
一
一
十
九
年
程
変
の
共
演
引
哲
受
け

わ
る
、
事
共
演
霊
は
り
ま
っ
て
以
一
警
官
平
均
翌
九
百
四
十
一
円
五
事
務
高
宅
、
重
霊
長
さ
ん
を
一
者
の
確
実
な
は
あ
く
皇
室
課
税
を
石
ら
い
に
よ
る
も
の
で
す
。
霊
票
一
公
司
(
土
怒
、
山
思
議
室
ぢ

器
産
で
、
援
護
金
大
昔
喜
一
号
ま
す
。
一
ニ
十
八
年
産
表
作
の
共
演
一
通
じ
て
、
今
月
一
一
一
言
ま
で
に
、
量
一
目
的
と
し
て
、
い
ま
、
昭
和
一
一
千
毒
害
し
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
。
一
マ
乳
牛
経
由
瞳
・
富
士
一
点

雪
与
え
ま
し
た0

・
一
引
曹
受
け
郵
積
は
、
九
百
七
十
七
合
一
家
が
細
白
書
の
提
出
を
言
う
よ
う
求
一
度
市
県
民
税
納
税
義
務
者
役
構
の
紫
色

1
1
1
1
1
1
j

一
撃
a石
川
妻
(
土
器

と
の
た
晶
、
襲
共
済
昔
、
共
済
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
余
作
付
け
面
積
の
一
約
め
て
い
ま
す
。
一
観
査
を
行
な
っ
て
い
ま
ナ
。
一
乳
牛
土
沢
が
て
字
選
審
議
雄
〔
土
沢
て
野

更
を
し
て
い
た
表
耕
作
者
に
支
払
わ

γ八
O
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
、
震
農
家
は
一
と
く
に
、
一
一
手
会
霊
宗
主
す
で
こ
一
殺
事
項
に
つ
、
て
の
準
備
一
一
説
宝
吾
、
浜
田
勇
宝
冨

喜
一
一
一
一
一
一
一
塁
一
言
三
喜
一
一
一
一
一
一
一

2
2
5
-
E

一 =
5
1
2
5
5
2
2
2

一
諮
問
雨
量
言
語
喜
一
一
一
一
室
長
己
主
主
主
一
一
一
;
一
三
喜
一
一
一
一
一
言

E
Z
E
E
-

芸
云
三
三
三
一
議
事
恥
わ
り
、
十
一
月
勺
十
二
塁
一
独
占
一
暴
露
苧
富
士
一
点

一
一
一
カ
月
を
か
け
て
、
各
世
帯
に
翠
員
一
第
十
一
服
密
接
持
窪
田
一
優
等
・
秋
山
槌
治
(
城
島
)

増
税
排
除
な
ど
で
決
議
問
雲
間
昨
日
許
諾
可
抗
一
が
襲
す
る
響
調
査
を
主
義
階
一
五
十
一
一
日
士
一
臼
の
督
、
黒
部
一
一
等
山
口
語
号
、
葬

措
置
と
適
切
な
行
政
指
導
を
行
な
わ
一
で
、
ご
家
庭
の
協
力
主
め
ら
れ
ま
一
民
事
雲
社
平
塚
警
は
と
再
乾
燥
一
昭
二
銭
号
、
石
塚
喜
久
治
委

九
月
市
議
会
定
例
会
は
、
次
の
決
議
す
る
こ
と
、
②
免
震
を
で
言
警
れ
た
い
。
一

T
o

一
工
場
広
場
に
開
催
し
た
第
十
一
関
平
塚
一
思
、
石
塚
八
部
門
書
)
、
佐
藤

一
お
よ
び
童
尊
重
、
政
府
お
よ
び
言
上
げ
る
こ
と
の
こ
点
に
つ
ド
て
真
③
音
楽
演
劇
護
団
体
へ
の
課
税
踏
襲
事
車
、
寝
室
お
よ
び
泣
一
市
重
共
進
会
は
、
乳
牛
五
十
讃
、
豚
一
喜
代
治
翁
ぢ
。

問
符
額
係
機
衡
に
送
り
ま
し
た
。
剣
に
乏
帰
さ
れ
る
と
と
を
議
く
饗
襲
ナ
止
を
要
請
す
る
意
見
欝
一
得
員
の
氏
名
の
正
誤
毛
一
一
昨
月
日
の
確
一
一
一
一
十
七
関
、
鶴
二
十
羽
本
ど
留
七
点
の
一
マ
豚
時
間
態
・
出
品
十
一
点

間
四
一
。
鼠
定
資
産
癖
備
制
度
改
主
に
よ
る
。
雷
同
開
副
題
税
庁
は
、
会
費
を
拠
出
一
認
・
居
住
抽
選
の
照
合
、
②
家
族
の
な
一
参
加
が
あ
っ
て
盛
況
で
し
た
。
鐙
援
諜
一
儀
等
・
秋
山
福
治

a
e

一
る
覇
震
を
委
譲
す
る
決
議
義
務
教
室
お
け
る
毒
負
担
し
て
運
営
し
、
芸
術
眠
草
島
と
し
一
か
で
働
い
て
い
る
人
の
は
号
、
職
業
一
発
表
の
上
位
入
警
の
と
お
り
。
守
一
一
等
・
需
九
八
宝
雲
、
重

1

門
書
凶
舎
の
新
撃
に
よ
る
評
価
軽
減
員
す
る
決
議
て
い
る
労
音
、
議
、
そ
の
伐
の
音
楽
一
勤
務
先
お
よ
び
同
聖
地
区
の
襲
、
一
マ
悲
喜
慶
一
等
出
品
十
九
点
一
一
(
銭
号
、
佐
藤
喜
代
質
問
時
間
〉

自
の
実
施
は
、
余
磁
器
野
に
た
つ
も
の
門
書
室
法
お
よ
び
義
務
教
青
関
係
会
、
演
劇
会
、
舞
踊
舎
に
対
し
て
、
入
一
③
市
外
転
出
者
の
転
出
先
、
市
外
車
一
優
等
・
護
主

2
6

一
高
山
品
二
十
点

問
一
れ
れ
訪
日
記
昨
司
法
器
討
議
自
立
憲
法
人
税
を
課
税
し
て
い
る
が
二
」
一
入
し
た
人
の
前
語
、
市
内
移
動
し
た
一
一
等
・
石
川
由
美
芸
て
浜
田
一
等
閉
ま
一
ハ
平
塚
〉

い
と
あ
り
、
市
民
も
増
税
の
妻
を
抱
い
て
と
を
義
雪
け
て
い
る
。
現
状
は
、
れ
ら
の
民
高
団
体
に
対
し
て
、
第
一
人
の
草
地
の
確
認
、
③
納
税
義
務
者
一
環
宝
沢
)
、
山
田
妻
宝
沢
〉
一
一
宇
富
一
郎
自
ち
、
小
林

日
一
い
る
。
市
議
会
と
し
て
は
、
署
長
私
費
負
担
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
切
で
富
的
と
喜
一
般
法
人
魚
一
視
し
一
が
死
亡
し
た
ま
が
の
椙
続
者
の
確
一
佐
藤
訟
費
大
阜
、
重
霊
〈
土
一
霊
男

g

、
量
ユ
キ
2
5

拓
明
言
し
令
市
良
蓄
の
安
定
の
う
え
か
あ
り
、
遺
憾
で
あ
る
。
義
務
教
育
学
長
税
が
な
さ
れ
る
と
と
は
害
警
官
、
⑤
そ
の
地
、
豊
度
翼
民
事
一

E

。
一
川
口
七
部
門
鐙
田

X
島
村
雄
司
ハ

そ
法
改
正
に
あ
た
り
、
①
市
民
煩
々
授
の
設
事
霊
白
書
に
つ
い
て
、
考
え
る
。
課
税
廃
止
に
努
力
さ
れ
る
よ
吾
師
事
務
上
参
考
と
忌
わ
れ
宗
本
ど
互
礼
葉
経
度
一
一
得
出
品
九
点
一
豊
田
)
、
雲
山
一
様
ハ
平
塚
〉
。

の
い
ち
じ
る
し
い
溺
税
は
絶
対
に
排
除
法
的
極
限
を
有
ナ
る
市
長
お
よ
び
教
う
、
意
見
蓄
を
提
出
ナ
る
。
一
で
、
あ
く
ま
で
、
襲
碑
課
税
や
ま
ち
が
療
?
浜
田
信
義
、
-

しも

市
県
民
税



の
動
き
と
、

ば
こ
ん
ど
の
マ
ン
モ
ス
住
宅
問
坦
の
計

閣
は
ト
ン
ト
ン
抱
千
に
実
現
化
し
て
い

曹
そ
う
だ
が
、
実
際
に
は
去
年
十
月
に

公
団
側
が
正
式
に
用
地
質
収
の
申
し
ょ
人

れ
を
行
な
っ
て
か
ら
、
す
で
に
ま
る
一
宮
五
γ
ア
ー
ル
〈
一
防
五
反
)
か
ら
一

年
を
一
経
過
し
衣
が
ら
交
渉
は
い
ま
だ
に
百
ア
ー
ル
(
ニ
町
)
の
箆
地
を
持
た
』

振
り
出
し
の
状
態
の
ま
ま
難
航
を
つ
づ
け
れ
ば
専
業
農
家
と
し
て
は
な
り
た

L

3
J

四
け
て
い
る
。
公
回
側
は
平
均
坪
一
一
一
平
円
程
い
と
い
う
の
が
現
在
の
農
家
経
営
出

版
一
市
の
沼
南
部
を
占
め
る
還
を
、
図
書
に
住
み
つ
く
だ
ろ
う
と
み
ら
れ
十
四
万
二
主

5
8

万
七
千
ぎ
だ
が
土
地
の
警
に
応
じ
て
格
警
つ
常
識
だ
そ
う
だ
が
、
と
す
る
と
霊

紘
一
総
磁
穣
笥
万
平
方

M

ハ
一
一
一
十
万
浮
)
に
で
い
る
。
の
農
地
が
宅
地
佑
し
て
お
り
、
平
の
ほ
け
る
と
い
う
の
に
対
し
て
、
地
主
の
農
で
は
。
農
地
を
売
る

e
と
い
う
こ
と
斗

昭
一
の
ぼ
ろ
う
と
い
う
?
ン
モ
ス
住
宅
路
地
も
と
も
と
鳩
豊
富
君
、

ζ
ん
か
去
年
は
徳
廷
に
横
浜
ゴ
ム
が
こ
万
一
一
一
民
側
で
は
、
結
束
し
て
山
の
右
下
も
そ
の
ま
ま

9
農
家
選
議
ず
るL
一

勧
一
の
鐙
歳
計
酪
が
、
い
ま
日
本
住
宅
公
団
ど
の
一
質
成
予
定
地
が
ち
ょ
う
ど
背
骨
の
千
平
方

M
(
七
干
坪
)
の
社
宅
団
地
を
一
障
に
五
千
円
を
要
求
し
て
欝
ら
ず
、
う
結
果
に
な
り
か
ね
攻
い
。
農
家
品
忘

れ
一
の
宏
、
進
め
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
よ
う
な
か
っ
と

5

に
な
っ
て
い
て
、
そ
さ
ら
に
こ
と
し
は
こ
ん

F
め
住
宅
団
地
交
渉
は
い
ま
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
援
り
業
し
た
と
し
て
、
一
時
的
に
は
土
地
止

c

一
相
撲
半
白
キ
ユ
ウ
ワ
の
際
産
地
と
し
て
の
部
商
は
完
全
友
平
野
地
帯
で
東
南
部
予
定
地
に
隣
接
し
た
万
回
に
市
が
約
一
一
一
山
出
し
の
状
態
の
ま
ま
だ
。
売
っ
た
大
金
が
手
に
入
る
だ
ろ
う
が
、

一
知
ら
れ
、
い
ま
も
な
お
県
央
穀
倉
地
帯
は
金
田
川
一
つ
煽
て
て
そ
の
ま
ま
田
市
万
平
方

M
M〈
一
方
坪
)
の
市
営
住
宅
問
地
こ
の
ご
律
悩
格
e
は
一
見
土
地
の
俊
樹
伝
来
農
地
一
つ
に
生
舎
で
来
た
問

一
の
)
翼
を
に
志
う
農
業
地
稽
だ
が
、
こ
内
に
接
続
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
も
そ
造
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
格
差
を
無
視
し
た
勝
手
設
要
求
の
よ
う
民
に
と
っ
て
、
果
し
て
ど
ん
な
転
業
+

一
の
マ
ン
モ
ス
住
宅
問
地
の
造
成
計
画
に
し
と
ん
ど
の
伎
宅
団
地
が
で
き
れ
ば
時
た
問
地
区
の
住
宅
地
佑
に
対
し
て
、
市
だ
が
、
突
は
百
数
十
人
の
地
主
が
結
束
法
が
成
算
を
持
っ
て
考
え
ら
れ
る
だ
マ

一
よ
っ
て
、
旭
地
区
は
い
つ
吉
ょ
に

9

都
端
は
大
吉
な
住
南
下
地
を
抱
え
て
、
ま
ん
で
は
一
昨
年
十
一
月
に
い
ち
早
く
問
地
し
て
こ
の
ご
待
婆
求

e
の
践
印
を
あ
う
か
。

一
市
化
す
る
近
郊
盤
村

A
Vと
い
う
時
代
の
中
に
は
さ
ま
れ
た
同
一
組
区
の
平
野
部
は
区
全
績
を
住
宅
地
域
に
指
定
、
環
状
に
げ
て
い
る
と
こ
ろ
に

9
都
市
化
e
と
い
。
一
律
婆
求
e
と
い
う
の
は
、
そ
忠

一
抽
出
を
ま
つ
こ
う
か
ら
一
激
し
く
浴
び
あ
こ
急
還
に
宅
地
化
し
て
い
く
の
は
必
然
の
郎
応
し
た
対
策
を
と
っ
た
ほ
か
、
呉
川
惇
五
時
代
の
波
に
洗
わ
れ
る
近
郊
農
村
の
し
た
生
活
の
俊
一
踏
に
立
つ
て
の
と
ま
市

一
と
に
怠
っ
た
。
勢
い
だ
。
す
で
に
ぞ
の
同
盟
向
は
こ
の
数
約
志
向
開
発
対
策
と
し
て
、
同
地
区
の
中
農
民
が
持
つ
諮
問
が
表
現
さ
れ
て
い
る
い
の
現
わ
れ
で
も
あ
り
、
間
同
時
に
来
日

司
一
宮
本
住
宅
公
閣
の
マ
ン
モ
ス
住
宅
団
年
、
年
を
迫
っ
て
激
し
く
怠
っ
て
嘗
て
央
を
絵
師
聞
し
て
公
邸
の
住
宅
沼
地
の
中
ょ
う
だ
。
現
在
同
地
区
で
は
一
世
帯
あ
の
将
来
に
対
し
て
共
潤
で
そ
の
対
策
也

ー
一
地
造
成
計
一
闘
は
、
路
地
ほ
の
う
ち
で
も
い
る

e

央
を
貫
通
ナ
る
随
員
十
芯
削
の
都
市
計
た
り
の
農
地
保
有
面
積
は
平
均
六
十
ア
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
賠
黙
の
願
い

4

F
一
さ
ら
に
西
南
端
に
あ
っ
て
、
大
磯
町
と
市
護
産
課
の
謁
べ
に
よ
る
と
、
昭
和
讃
街
路
の
建
設
計
額
も
た
て
て
い
る
!
ル
ハ
六
反

U
か
ら
七
十
ア
ー
ル
ハ
七
も
あ
る
と
い
う
。

勺
一
の
市
境
に
あ
る
語
、
線
量
、
章
一
一
一
十
二
年
か
ら
奪
ま
で
の
六
蓄
に
が
、
こ
う
し
高
地
区
の
こ
こ
数
年
来
反
)
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
常
時
二
、
「
交
渉
が
急
転
直
下
解
決
す
る
か
、

一
の
会
一
績
と
十
{
誌
の
一
部
一

L
あ
た
る
丘
陵
あ
る
い
は
こ
の
ま
ま
長
び
く
か
は
、

内
り
一
地
謡
約
百
三
十
万
平
方
以
〈
鴎
十
万
浮
)

を
質
減
、
こ
こ
に
付
帯
施
設
も
ふ
く
め

て
約
百
万
単
方
以
(
一
一
一
十
万
博
)
の

宅
地
を
造
成
、
分
譲
し
よ
う
と
い
う
も

の
。
と
れ
だ
け
の
住
宅
団
地
が
で
曹
れ

ば
、
ざ
っ
と
一
万
五
、
六
千
人
が
こ
の

(2) 

第 145 号

車

a
a

級
事

こ
れ
は
、
平
塚
に
長
在
す
る
新
聞
記
者
・
放
渋
語
者
の
尽
に
う
つ
っ
た
平
挟
め
一
菌
で
あ
る
。

報
道
の
第
一
線
に
働
く
記
者
が
、
本
来
の
取
材
の
合
い
織
に
、
広
報
紙
の
た
常
に
と
く
に
ベ
ン

に
し
て
く
れ
た
一
文
で
晶
る
。

穀
倉
地

の
交
渉
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平塚保健所は、狂犬病予防法にもと

衛生諜では秒。定期ほうそうの予防 l づき、今年度 2回自の狂犬病予防注
接種号、 12月に巡回奨施します。対 j 射を行なったカ室、まだ、接種のすん
象潟をおilî くの会場へおつれくださ|でいない犬がいるため、次￠話題時巡

い。 I 留を実施することになりました。向

鯵対象兇 … i 時tこ、 38年度のE吾犬登録も行なわれ

筋 1 期の子・罰ヨ和38- 3 ぺ一昭和 i ます。愛犬にはか怠らず登録と予防
38~ 8 -31日までに生まれた子と、 i 注射をしておいてください。

生後一度も受けてい君主い子。第 2 !毒事対象と料金・生後 3 カ月以上の犬

拐の子 e 昭和32 ・ 4 ・ 2- 11B和33 ! 登録手数料 300円〈鑑札付〉、予

4 ・ 1 までに生まれた子。 1 防注射手数制 150丹、当日は愛犬
畿料金・ひとJり 10円 l 手援を持持ちください。

鯵巡回自主呈…… !轡巡回自治川上A設の会著書は午前10
12月 2 白 金自公民館二と震小学校: 時から12持まで、下怠君主の会場は
q 3 日城島公民館盛田公民館 午後 19寺から 3a寺まででナ。

H 4 日間鰯出張所金田公民館 'll月 11 日A隠嫡出張所減島出張所

むするともいわれる。無事ヰ検使で

たしか岳、保虫者であると曹は、

密室富市の指導で、いっせいに駆虫す

ることが大切。虫がいなくなると

うそのように丈夫になる。

十二掲揚虫の幼虫は、海などのし

めったとこにいて、手や足の皮ふ

から体内にはいるという、はだし

で5胞にはいらないよう匙意すると

i南時に、こえだめには殺卵剤を入

れて発生を防ぎたい。(厚生省 e

寄生虫予防協会発行のチラシよ

り〉

農業地域で無料検箆@狂犬痛は追加予鴎

D B金田出張所金田出張所

12臼A中庶子分脊年会館

旭犬抑留所

• B宮沢小学校 Il!l 出張所
, 138A欝回公箆館神間出張所

H B中原公民館大野支所

, 14臼 AI百四之宮公民館

富士潟公民館

n B八幡公民態

第 1 消防分箇庁舎

// 158A須賀海宝寺

第 2消防分間庁舎

Q B海岸公民館花水会館

グ 188A須賀公民鐙

第 5 消防分団庁舎

o B平塚保健所

混隠台使湾館吉宮

※漆窓・犬は、毎年 1 函の登録と春

秋 2 砲の予防注射を受けなければ狂

犬病予防法によって飼うことができ

ません。隠業獣医で注射を受けたば

あいは、平塚保健所か、もよりの会

場へ注射済票を持参してください。

また、狂犬病予窃法と県の規制によ

って、犬の放し飼い禁止告が出てい

まナ。愛犬はつないで飼ってくださ

ν、Q

農業地域に無料検便

※注意・この予防接種は 2 1êlしない Q 58  宮沢小学校旭公民館

と効果がありませんa また、次iこ! 11 68  泊四之宮公民館 , 0 
該当ナる入は接濁できません 田村公民館

ヱ)、鶴卵に対して特集体質〈発 , 7 日 松原公箆宮宮八幡公民館

疹や下痢などを起こす〉の入。 Q 98 中原公民館

2) 、熱のある入、心臓ならびに グ 10B 須賀公民館

血管主主中、腎臓肝臓の騒い入、糖 Q 11 臼 富士毘公民館

尿病や脚気などでl2S院が予防接種 Q 128 花水公民館

を不適当と認める入。 1 Q 138 箆隙台武道場 1

3) 、病後で涯弱ゃいちりるしい l 畿時間@各会場とも午後 1 問自分~
栄養障審のある入。 午後 3 待まで。

4 )、アレルギ一体質またはケイ
レン伎の体質の人。

狂犬病予防選加実務

インフルエンザ予防

10月号でもお知らをしたとおり、イ

ンフルエンザの予防鐙種を巡回奨施
中でナ。ことしは 7 日から10自の閲

覧曹で 2 臨接種します.との予防媛種

は希望者にだけ行ない偲人通知は出

しておりませんので、対象となって

いる人は、隣り近所おさそいあわせ

のうえ、お近くの会場で受けてくだ

さい。

畿対象者…日‘

①録制で受けれる人ー生後 3 カ月以

上入学まえの子と、小中学生およ

び額児君主ど〈小中学生と関児は、

学校、皇室で行ないます〉

②有制接種者ー 60才以上の人 a ひと

り 1 回100円

鐙第 l lBl巡回日程・

D 14白 金田公民書官隠摘出張所

Q 15日中原小学校

護士見公民館

Q 1自白 !日間之宮公民館

松原公民館

// 188 見的合議道場田村公民童書
グ l昔日 須賀公民館花水公民童書

畿郵2 主主巡飯田緩...・a ・

11月初日金目小学校土選小学校

H 2l.日城島公民館金沼公民館

量豊田公民館

22臼旭公民館吉沢小学佼

富士見公民館

Q 258 中原小学校関締出張所

D 268 1話回之官公民館
松原公民館

, 27臼見F借金主主道場田村公民館

ぷ 2B自 主語鷲公民館花水公箆童富

鯵鰐簡 a 各会場とも午後 1 時30分か

ら 3 時まで。

(:ifうそうの予防注射

〉くx 〉く

衛生諜は、平塚保健所の協力を得て
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j声

明

を
艶
事

ね
ず
み
退
治
環
境
改
善
で

ーも!L
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
の
行
事
争
定

門
行
事
予
定
一
日
門
日
月

M
M日
パ
イ

ロ
ッ
ト
越
年
一
時
金
嬰
求
霞
徹
決
起

集
会
、
日
目
神
奈
川
県
教
購
買
教
育

研
究
会
、
幻
自
平
塚
音
楽
研
究
会
発

表
会
、
同
日
日
平
塚
労
者
十
一
月

A
例

会
、
初
日
向
上B
例
会
、
性
一
日
荷
台

楽
器
器
楽
教
室
発
表
会
、
が
日
商
源

地
区
矯
薄
児
慰
安
殺
げ
大
会
、
何

U
B

第
四
回
平
塚
市
産
業
ま
つ
わ
附
園
芸

会
、
ω品
店
数
育
峡
磁
世
訳
、
初
日
平
塚

労
昨
日
記
念
例
会
、

門
日
月
一
日

5

日
市
川
内
事
得
意
先
山
田

待
会
、7
5

平
塚
労
音
十
二
月
恐
例

会
、
8

照
不
二
家
吐
露
慰
安
会
、

9

日
平
塚
労
音
十
一
一
月
忍
例
会
。

グ
ヤ
ミ
漉
に
芋
を
出
す
な
グ

一
税
務
署
で
「
ヤ
ミ
怖
を
な
く
す
る
選

一
動
」
を
実
施
中
、
強
盗
測
は
年
々
減
少

一
し
て
は
い
る
が
、
前
年
は
約
十
四
万
凶

一
千
キ
ロ
以
ロ
田
仲
裁

T
る
こ
と
、
買
う
こ

一
と
、
も
ら
っ
て
敵
む
こ
と
も
処
刊
の
対

一
家
と
な
る
。
密
造
内
に

F
苦
出
す
ま

お
ね
し
よ
冶
嬢
法
を
章
受
一
ハ

i
F
5
2

年
の
努
子

離
麟
麟
親
楠
時
騒
前
後
と
、
警
が
覚
め
る
一

瞬
犠
鯵
聾
麗
教
育
抱
王
一
時
務
ぐ
ら
い
前
で
ナ
。
(
お

制
開
墾
で
扱
っ
た
実
際
例

p
b

し
つ
こ
が
非
常
に
近
い
子
は
、
夜

…
潤
い
一
い
り
ま
明
に
な
っ
て
中
に
も

D

一
函
山
宮
こ
と
が
あ
D

i
z
-
-
ゐ
、
毎
挽
お
ね
し
ょ
を
ま
す
〉
お
し
つ
こ
に
起
こ
す
と
告

し
て
し
ま
い
ま
す
。
お
し
つ
こ
は
は
、
必
ず
、
は
っ
き
り
と
百
を
党

近
い
ガ
で
す
が
、
お
医
者
ざ
ま
ま
さ
せ
る
こ
と
が
、
大
事
で
す
。

は
、
体
に
は
故
障
が
な
い
と
、
い
わ
お
ね
し
よ
は
、
特
に
心
の
働
吉

れ
ま
し
た
。
気
を
ヨ
け
て
、
起
こ
と
ふ
か
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す

し
て
や
る
の
で
ナ
が
、
だ
め
で
す
か
ら
、
し
か
っ
た
り
閉
し
た
り
ナ

:
i
i
お
し
つ
こ
の
し
つ
け
る
こ
と
は
、
決
し
て
し
て
は
な
り

…
ぉ
市
一
川
が
ち
ゃ
ん
と
で
宰
て
ま
せ
ん
。
「
今
夜
は
、
ち
ゃ
ん
と

い
れ
ば
、
一
ア
ム
エ
才
ご
起
舎
で
、
お
し
っ
こ
し

ろ
に
は
、
夜
、
怒
嘗
て
一3訓
郡
都
斜
説
撃
ま
し
ょ
う
ね
」
と
、
や

お
し
つ
こ
に
い
け
ま
す
r
m
備
計
結
輔
叡w
さ
し
く
励
ま
し
て
あ
げ

。
お
宅
の
お
子
さ
ん
は
醐
箆

J
.輔
滋
綴
円
以
て
く
だ
さ
い
。
お
か
あ

そ
の
し
つ
け
が
、
う
ま
麟
整
担
軍
醐h
さ
ん
の
、
根
気
の
よ
い

く
で
吉
て
い
な
か
っ
た
議
欝
議
鴎
砲
と
η

な
し
は
、
た
い
へ

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ん
効
果
が
あ
る
も
の
で

い
口
、
も
う
一
度
、
や
り
な
お
し
て
す
。
で
古
れ
ば
、
そ
の
子
の
気
持

み
て
く
だ
さ
い
。
ち
に
つ
い
て
、
な
に
か
不
績
が
あ

そ
れ
と
と
も
に
、
夕
食
後
は
、
る
の
で
は
な
い
か
、
と
か
、
ほ
か

な
る
べ
く
水
分
を
き
け
、
日
桂
る
前

の
子
と
く
ら
べ
て
何
か
欠
け
て
い

こ
は
、
お
ふ
ろ
に
入
れ
る
社
ど
、る
と
こ
ろ
は
な
い
か
な
ど
を
、
お

冷
え
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
縫
衣
平
、
お
ふ
考
え
く
だ
さ
っ
た
ら
、
ま
た
加
の

と
ん
の
具
合
に
も
他
分
関
係
が
あ
解
決
策
が
、
た
て
ら
れ
る
か
も
し

る
も
の
で
ナ
。
普
通
お
し
つ
こ
の
れ
ま
せ
ん
。

出
品
時
間
は
、
床
に
は
い
っ
て
一
一
明
議
打
宿
所
員

出
品
晴
回
目
お
わ
門
別
幻
紛
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心
的
中
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抽
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間
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致
監
輯
盤
側
抑
制
駅
間
問
即
日
川
棚
崎
町

総
鎗
箆
忽

4
世
会
司
自

4
2
2
2
5
3
4

坤

口
鶴
W
緩
恥
白
骨
庁
野
国
島
時
限
沢
健
一

関
n

院

入
量
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入
観
人
本
犬
神
輔
醐
間
金
蝿
土
金

|
様

i

平塚のλ騒神社晶、ら分担したと伝える駿阜燦高山誕

の桜ケ丘八豊富神社

で
みb
れ
る
臼
ね
ず
み
の
宅
色
を
茶
黒
一
と
と
、
巣
を
つ
く
る
場
競
争
時
制
約
者
与
一
平
調
ば
。
戸
て
と
は
の
に
に
殺
を
参
〈
い
持
い
平
た
れ
平
」
し

σ
い
と
た
き

色
に
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
家
の
な
か
一
え
な
い
こ
と
、
ひ
そ
む
場
所
や
通
路
を
一
の
を
れ
し
幾
っ
こ
に
社
寺
。
宮
琵
車
を
ど
と
気
と
「
わ
訪
「
す
減
る
て
市
ま
で
@

一
室
一
其
寺
な
へ
は
載
の
地
の
が
る
幡
出
で
社
ひ
た
た

J
p
a

を
が
ま
激
あ
れ
山
に
が
う

に
も
、
間
的
畑
に
も
出
で
興
一
惜
し
、
た
ん
一
与
え
な
い
と
と
カ
大
切
で
あ
り
、
条
件
一
に
心
茸
る
今
と
と
の
こ
法
い
八
襲
安
神
が
れ
つ
寺
う
る
地
氏
り
筏
で
さ
高
約
と
ろ

す
や
妻
、
倉
建
設
さ
撃
つ
〈
担
、
一
で
あ
る
。
台
所
か
ら
出
た
一
認
理
の
ご
み
一
畑
町
一
話
一
ヴ
同
一
山
町
一
均
一
ハ
時
期
一
山
一
嶋
一
公
甘
い
一
…
一
日
間
即
時
一
一
均
一
一
一
一
芳
一
日
釦

特
徴
は
し
の
び
込
み
理
一
と
い
え
る
。
一
は
、
ポ
リ
エ
チ
ン
の
袋
に
そ
の
つ
ど
ス
一
。
な
五
か
さ
ベ
議
し
投
い
残
、
橋
ざ
悶
の
し
戚
う
塚
際
家
麗
の
凶
た

5
に
飛
が
ず
が

号
ね
ず
み
に
蓄
し
た
性
質
は
、
ま
す
、
ふ
た
の
つ
い
た
豊
富
に
入
れ
一
日
即
日
制
耐
震
話
民
間
一
紅
一
説
制
捜
一
時
開
設
鰐
出
掛
師
初
日
腕
時

5

家
の
環
境
に
す
ぐ
同
化
で
嘗
る
適
応
性
一
た
い
。
流
し
に
議
還
の
く
ず
を
放
援
し
一
な
務
永
は
援
ん
偽
て
八
る
つ
丹
新
わ
く
ら
て
替
の
は
真
と
日
山
手
る
お
た
高
を
援
交
と

一
一
一
衛
生
課
は
、
こ
れ
か
ら
十
二
月
に
か
一
ず
み
や
野
ね
ず
み
を
合
わ
せ
る
と
人
口
一
較
的
高
い
と
こ
ろ
に
、
紙
書
、
わ
ら
一
円
七
回
持
法
的
駐
日
語
読
対
抗
日
一
課
出
器
一
諮
問
一
説
家
訟
法
協
市
町
議
官
諸
説
明

一
け
て
が
、
ね
ず
み
の
寂
除
の
適
期
だ
と
一
の
十
倍
、
約
十
億
匹
ぐ
ら
い
い
る
と
い
一
な
ど
で
晶
ん
を
つ
く
り
、
柱
や
パ
イ
プ
乏
で
、
入
閣
の
た

A
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
一
い
よ
う
、
清
掃
す
る
こ
と
が
必
譲
で
あ
一
ゆ
塚
謹
そ
民
に
い
は
「
本
至
路
氏
馳
拝
惑
う
ち
う
塚
し
た
塚
と
て
る
わ
経
た

一
し
、
市
内
各
地
で
い
っ
せ
い
震
が
行
一
京
、
童
、
間
接
に
人
望
君
主
語
っ
て
縦
に
行
動
す
る
の
か
特
徴
と
一
の
も
の
を
実
る
。
こ
れ
ら
の
こ
色
一
る
。
鶏
の
節
約
、
牛
馬
・
豚
の
患
は
鈍
八
つ
神
か
山
八
に
当
た
入
社
と
所
一
麗
野
霊
色
村
設
へ
克

一
刊
誌
日
日
日
刊
誌
れ
れ
い
一
日
刊
誌
は

U
U
U堅
持
ズ
ミ
」
は
い
抗
議
し
て
、
一
れ
れ
な
詩
長
一
日
一
日
目
的
諮
問
語
れ
れ

r
u
M
恥
社
一
明
記
町
一
一
問
問
中
叩
訴
訟
す
間
一
昨
ぷ

制
一
殺
議
タ
リ
ム
聖
門
硫
酸
タ
リ
ウ
ム
一
て
い
る
も
の
で
あ
る
よ
の
ま
ら
も
~
人

t
f

雑
誌
や
ほ
ろ
切
れ
な
ど
を
蓄
し
な
糊
瀬
定
時
哨
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器
室
主
盟
主

側
一
刊
誌
は
れ
倍
野
一
一
刊
誌
意
向
上
に
つ
…
…
需
品
}
一
一
昨
一

J
一
言
詰
お
よ
融
臨
時
謀
長
器
禁

2
2

誌

時
一
言
語
川
関
山
崎
一
エ
刊
誌
刊
誌
町
民
/
/
柑
ふ
謡
、
話
料
開
託
わ
れ
い
帆
紘
一
訳
語
吋
諮
問
凶
器
軍
部
品

μ
U

一
し
ま
せ
ん
。
お
く
ば
り
す
る
タ
リ
ム
留
一
対
策
が
重
で
あ
っ
て
、
殺
誌
は
、
一
わ
ゾ

μ惨
均
一
/
ヘ
ヤ
ー
一
一
一
一
そ
う
じ
を
心
が
け
た
い
。
桜
曙
附
枕
仲
醐
山
側
噌
閣
議
み

7
T
J
似
刊
誌
は

一
子
の
は
い
っ
た
袋
に
時
護
憲
章
が
は
一
あ
く
ま
で
補
助
的
役
割
り
も
の
と
考
え
一
工
鰐
軌
づ
#
匂

ι
/一
\
一
{
一
ね
ず
み
は
、
そ
の
食
・
住
・
混
警
揺
ら
社
し
ロ
構
図
め
な
僧
い
な
震
照
宮
駅
み
な
り
ず

一
期
間
一
一
一
明
日
立
市
民
間
一
一
一
時

J
/一
三
一
明
治
足
場

ヵ
一
門
衛
生
一
寵
秋

2
4に
か
け
て
は
、
一
役
に
た
た
主
演
者
。
一
(
強
い

/
L町n
J桝
?
を
使
う
ば
あ
い
は
、
暴
露

一
ね
ず
み
駆
徐
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
。
一
家
の
な
か
こ
、
る
ね
ず
み
の
霊
は

/
γ

し
勢
崎

7

ゐ
に
あ
る
食
べ
物
の
注
か
か
ら
、
ね
ず
み

世
一

i
u
/
/
\
(

場
知
多

つ
一
ね
ず
み
い
っ
せ
い
駆
除
の
時
溺
と
し
て
一
タ
マ
ネ
ズ
ミ
・
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
包
ハ
ッ
カ
一

j
L

可
証
日
が
好
む
も
の
を
調
べ
て
お
君
、
飼
い
友

晴
官
、
霊
平
、
え
さ
の
食
い
方
な
ど
、
一
ネ
ズ
ミ
の
一
一
一
種
と
さ
れ
て
い
る
。
一
雫
、
流
し
の
付
近
、
石
室
の
館
、
一
自
然
に
ね
ず
み
を
減
ら
す
方
法
が
慶
長
「
ら
し
を
す
る
よ
う
に
し
て
か
ら
、
毒
を

一
理
宣
言
っ
て
、
秋
か
ら
十
二
月
と
一
「
グ
マ
ネ
ズ
ミ
」
は
、
言
ず
み
の
友
一
下
毒
室
、
実
雲
、
鶴
、
と
こ
一
の
も
の
と
い
え
る
。
一
ま
ぜ
る
と
葉
が
あ
る
。

一
一
一

;
U
L
V

一
一
ね
ず
み
を
選
治
す
る
ば
あ
い
は
、
で

一
二
月
か
ら
四
月
と
ろ
ま
で
の
一
一
聞
に
わ
一
か
で
も
っ
と
も
普
通
の
種
類
で
、
章
一
ろ
へ
警
つ
く
り
、
や
は
り
大
望
、
一
ね
ず
み
の
環
境
的
産
在
、
食
物
一
昔
る
だ
け
足
去
を
そ
ろ
え
て
、
近
所

・
一
た
る
溺
織
が
適
当
で
あ
る
。
一
で
あ
る
。
天
井
う
ら
や
押
し
入
れ
の
ほ
一
様
の
行
動
霊
室
ぃ
。
一
の
重
、
襲
撃
と
ん
が
そ
の
竺
歩
一
が
い
っ
せ
い
に
行
な
う
と
震
が
大
吉

h
日
一
日
本
の
ね
ず
み
の
数
は
多
い
。
家
ね
一
か
、
震
う
ら
、
引
害
出
し
下
志
ど
、
兆
一
「
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
」
は
、
ま
ち
の
夜
店
一
で
あ
る
。
ね
ず
み
に
え
さ
を
与
え
な
い
一
い
。
と
の
点
も
ぜ
ひ
心
が
け
て
ほ
し
い

T
i
l
l
i
l
l
i
t
-
-
i
l
-
-
i
l
l
i
t
-
-
t
t
t
i
t
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
i
i
i
l
i
l
-
I
l
l
i
t
-
-
i
1
3
3
3
t
i
t
i
l
-
-
I
l
l
1
1
1
i
i
J
i
 

開

i
l
l
i
t
-
-
I
l
i
l
i
l
l
l
e
i
t
i
l
e
i
t
F
I
B
I
S
I
l
t
i
l
t
$
3
3
3
3
3
1
1
1
1
1
2
1
P
2
3
2
1
i
J
I
l
i
l
l
I
I
l
l
i
t
s
t
t
t
2
2
6
8
1
1
i
s
t
i
l
l
-
-
4
2
1
t
i
l
i
l
l
s
s
i

一
…J
J
h
u
広
報
紙
に
表
紙
ど
の
協
力
も
得
て
広
く
広
報
紙
を
備
え
‘
i
s
-
-
ご
娼
婚
の
よ
う
な
状
況
で
ま
す
。
(
平
塚
町
駅
長
〉

一
日
つ
け
、
重
た
の
ど
援
索
を
い
か
し
た
い
濯1…
ナ
の
で
、
今
後
状
況
に

e

二
一
…
腕
一
村
ん
は
い
乙
長
肘
臨
時
吉
山
山
山
口
町
内
話
芸
昌
弘
記
即
時
一
一
山

庄
一
…
器
…
に
兇
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
た
い
と
考
え
て
ま
す
。
門
総
務
霊
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
震
を
す
票
率
ケ
崎
重
室
長
警
連

で
:
・
公
共
の
場
一
所
へ
表
紙
を
つ
け

v
i
i
i
i

る
者
に
つ
い
て
は
、
絡
、
ば
い
傾
防
止
処
襲
撃
警

官
、
蓄
し
て
お
い
た
ら
よ
い
患
郵
便
局
煎
の
吋

i
d
J
注
意
毒
察
署
へ
申
つ
い
て
善
処
方
量
し
ま
し
た
機

一
え
腐
続
の
待
合
留
す
露
出
向
周
の
窓
口
駐
慈
場
は

i
4
p
h
h

刊
し
入
れ
い
た
し
ま
し
関
区
田
宮
本
件
に
つ
い
て
了
解
し
、
部

一
言
入
自
入
り
一
多
い
所
へ
、
待
つ
|
不
潔
だ
時
の
み
で

ι。
下
置
の
指
導
強
化
産
か
り
、
喜

一
時
間
に
闘
が
と
お
せ
る
よ
う
に
し
た
ら

l

ー
出
畑
町
あ
開
門
総
務
喜
の
迷
惑
を
除
去
す
る
芸
塁
喜
一
噂
ま

一
も
っ
と
普
及
で
曹
る
の
ぜ
は
な
い
か
。
郵
便
局
前
の
駐
車
場
の
不
問
ー

ι
f
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ー
ー
押
し
た
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一
門
事
主
知
子
)
潔
ぎ
に
は
、
と
お
る
た
び
に
ま

i
i
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長
い
ま
ま
で
、
駅
構
内
お
よ
び
専
用
線

一
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あ
攻
た
の
提
案
を
い
た
だ
ま
ゆ
を
ひ
そ
申
る
。
車
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お
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-
-
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-
-
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平
塚
駅
機
面
倒
車
貨
車
い
れ
か
え
は
、
金
繰
に
蒸
気
機
闘

で
海
間
い
く
と
と
に
し
ま
す
。
あ
つ
が
霊
を
す
る
の
量
る
と
曹
も
あ
り

1濯
市
川
一
氏
…
の
ば
い
慨
に
つ
卓
で
あ
っ
た
が
、
こ
と
し
八
月
八
臼
か

一
で
の
袈
紙
を
つ
か
い
、
病
院

e
郭
箆
局
ご
み
は
い
つ
も
散
ら
ば
う
て
い
る

σ

白
い
て
八
重
咲
時
代
表
者
一
ぷ
り
ご
意
見
が
ら
、
一
部
分
の
仕
業
を
仲
間
宮
毒
気
議
関

口
同
で
学
校
・
公
民
銀
・
図
書
館
@
銀
行
・
晶
君
の
所
だ
か
ら
ど
同
組
慮
を
。
あ
え
回
答
愛
広
報
館
へ
と
い
う
こ
と
車
に
き
り
か
え
、
ば
い
煙
防
止
対
策
の

。
一
駅
窓
ど
の
ほ
か
、
で
き
れ
ば
理
曜
日
目
な
(
桃
花
町
ふ
間
風
智
江
)
で
し
た
か
ら
、
紙
い
ん
を
通
じ
お
答
え
し
一
助
と
し
て
い
ま
す
パ
箇
鉄
平
塚
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